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お子様が風邪にかかるのが、 

とても心配な季節になりました。 

 

   

   秋から冬に季節が移ります。寒くなると、お子様の健康を心配して、 

  ついつい厚着にしてしまいますね。子どもの体温は大人より高いので、 

薄着の方が元気に育つのです。厚着でじっとしていると、風邪を引き 

やすい体になってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

頭のいい（脳機能の発達には）子に育てる第１は、みる・きく・ふれる 

ことです。秋の風や冷たさ、においをしっかり脳に入れてあげてください。 

３歳までに、最も脳が発達するのです。でも、机上のお勉強では、残念な 

がら、脳はバランス良く発達しません。見て、動いて、触って、においや 

風を感じて、たくさんの実体験が最も必要ですよ。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お部屋では、大人より１枚薄着、 

そして裸足で!! 

秋の良い天気の日には、お日様の

光を浴びて、お散歩しませんか？ 

色づく秋を楽しんで♪ 

１０月の子育てカレッジの参加は 

６３組 １３４人でした。 



 

 

 

 

 

 

遊びから見る子どもの発達 

子どもが行う遊びの中には、子どもの発達の様子がとてもよく現

れています。例えば、ごっこ遊びは、その子どもの想像力の現れで

す。イメージする力によって、自分ではない誰かを演じることがで

きますし、そのものではないのに、土のお団子を料理であるかのよ

うにふるまえます。 

子どもの遊びは、その時子どもが持っている最大の力をもって展

開されるものなのです。 

1 歳前後になると子どもは親との間で、やり取りゲームを頻繁に

行います。これは、物を親との間で何度も行きかわすというもので

す。子どもが持っているボールを親に渡す。親が受け取ったボール

を子どもに渡す。再度、子どもは親に渡す。これを延々と繰り返す

時がありますね。時には親がうんざりするまで続けます。この行動

は、子どもの発達にとって非常に重要な側面を持っています。それ

は、やり取りゲームが言葉の準備段階となっているということです。

このゲームの中には、やり手と受け手という役割があり、その交替

が見られます。これはコミュニケーションの形態と一緒ですね。何

かを言葉として発信し、それを受け取る。次に受け手はそれに対し

て発信するというものです。また、子どもと親との間に「モノ」が

取り入れられている点も重要です。1対 1だけではなく、別のもの

が間にあることで、子どもは自分と相手とモノの関係を理解してい

きます。 

 

ぜひ、子どもの遊びにつきあって、 

子どもの世界を広げてください。 

 

 

ちょっと一言



 

 

 

 

 

 

阿部直美著「０～５歳児の楽しくふれあう！わらべうたあそび１２０」ナツメ社 2015 

 

 

われべうたであそぼ！ 
～タオルやスカーフで遊びましょう～ 



 

  

手つくりおもちゃ紹介 

１歳半を過ぎると、お口でいろんな物を確かめる行動がなくなります。 

お口に入れなくなったら、スポンジのおもちゃの出番です。 

お風呂場でも遊べますよ!! 

「0.1.2歳児 手作りおもちゃ６４」学研より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 



   

 

 

  

 

 

 

イルミネーション点灯式のご案内 

 美作短大幼児教育学科では、恒例となりま
したイルミネーション点灯式を行います。 
 クリスマスプレゼントもあります。 
 皆さん、見に来てくださいね!! 
   

12 月 4日〈火〉pm５：４０～ 
美作大学正面玄関 

  

 

JA共済津山アンパンマンこどもクラブの 

「 「親子で運動あそび」が開催されます。  

11 月 11日 （日）10：00～   

美作大学体育館 

  

問い合わせ先 JA つやま 

「アンパンマンこどもクラブ」事務局 

今年はたくさん台風が来ましたね。 

「親子で運動あそび」は、台風に見舞われ､ 

７月が中止となってしまいました。 

３回しか実施できなくて、とても残念に思って

います。 

来年度は、お父さんも参加できるような日程

を考えたいと思っていますが、どうでしょうか？ 

いろいろなご意見をお聞かせください。 



 


